
七絃琴をこよなく愛していたことで知られる
玉堂ですが、自ら琴を制作していました。
その数は1つや2つではありません。
今回はそのうち、6点※の玉堂お手製
「七絃琴」が展示されます。

A. はい。はい。

█   9月 9日㈯  「表現と鑑賞」 …………… 廣畑　浩(学芸課主幹)
█  10月 1日㈰ 座談会「玉堂を語る」   パネリスト
   · 小林　忠(千葉市美術館館長)
   · 佐藤康宏(東京大学教授)
   · 守安　收(学芸課長)

█  10月15日㈰ 「浦上玉堂の世界」 ……… 守安　收(学芸課長) 
█  11月 4日㈯ 「劉生容 台湾と日本」 …… 妹尾克己(主任学芸員)
█  12月 9日㈯ 「西洋から見た日本─ケンペルの残したスケッチを中心として─」
  …………………………… 細田樹里(学芸員) 

今回はそのうち、6点 の玉堂お手製
「七絃琴」が展示されます。

美
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館
　

ニ
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ー
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9月29日㈮から、いよいよ浦上玉堂展が始まります。 　9月29日㈮ ▶ 10月29日㈰ 浦上玉堂展
11月16日㈭ ▶ 12月　3日㈰ 第53回日本伝統工芸展
12月16日㈯ ▶ 12月24日㈰ 第66回国際写真サロン入選作品展
　1月　5日㈮ ▶ 　1月28日㈰ 新春特別展示 棟方志功と芹沢銈介
　2月　9日㈮ ▶ 　3月11日㈰ 東島毅展
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ワークショップ  

美術館講座  

これからの展覧会 岡山県立美術館

2006 AUTUMN

ISSN 0916-9466

・時 間
　いずれも午後2時～午後3時30分
　(開場は午後1時30分)

・会 場
　█ …地下1階講義室(定員70名) 
　█ …  2階ホール(定員210名)

・聴講無料、事前申込み不要、先着順

・ 10月21日㈯・22日㈰ 美術ってなーに？
・ 11月11日㈯  「和への誘い」　講師：山内啓左(京表具 墨申堂)
 去年ご好評いただいた表具師 山内啓左さんによるワークショップの第2弾です。
 京表具について、またこれまで手がけられた当館収蔵品のお話などをうかがいます。

 ※ 詳細な内容については、1ヶ月前を目途にチラシ等でお知らせする予定です。美術館までお問い合わせください。

玉堂展を楽しもう

今号編集の目途がついた7月某日。外は入道雲がお目見えして、梅雨明け目前の空が広がっています。
このニュースが発行される頃には、空もぐんと遠くなって、秋の気配を感じさせてくれることでしょう。
夏の暑さが和らいだら、芸術の秋の始まりです。岡山生まれの文人、浦上玉堂の世界を訪ねてみませんか。
館員一同、お待ちしております。 (T.Y.) 

 編  集  後  記

特 別 展

█   9月22日㈮  入門・岡山の美術④
 岡山ゆかりの日本画作品について解説します。

█  10月27日㈮  浦上玉堂展をみる
 文人画家玉堂の自由な精神、詩情あふれる作品
 に迫ります。

█  11月24日㈮  第53回日本伝統工芸展岡山展をみる
 本年度の受賞作品を中心に各分野の見どころ
 を解説します。

社会人のための美術の夕べ  

・時　　間 午後6時～午後7時
・会　　場 2 階または地下1階展示室
・募集人数 約20名（事前申し込み不要）
・参 加 費 █ 常設展観覧料／█ 各企画展観覧料

座談会「玉堂を語る」 
10月1日㈰ 14:00～15:30(開場13:30)   
パネリスト：小林忠(千葉市美術館館長)
 佐藤康宏(東京大学教授)
 守安收(当館学芸課長)

 会場：県立美術館2階ホール、
 　先着順、聴講無料(定員210名)

七弦琴コンサート
‒ 玉堂琴譜を中心に ‒

10月8日㈰ 17:30～19:00(開場17:00)

演奏者：坂田進一(琴士 作・編曲家)
開場：県立美術館2階ホール(定員210名)
料金：前売1,500円  当日2,000円

美術館講座「浦上玉堂の世界」
10月15日㈰  14:00～15:30(開場13:30)

講師：守安收(当館学芸課長)
会場：県立美術館2階ホール、
先着順、聴講無料(定員210名)

美術の夕べ
「浦上玉堂展をみる」
10月27日㈮ 18:00～19:00

会場：浦上玉堂展展示室
※事前の申込みは不要です。

そして ...
浦
上
玉
堂
〈
山
高
水
長
図
〉

浦上玉堂展 関連イベント

●まずは、担当学芸員に　　　インタビュー

例えば当館では、〈東雲篩雪図〉(国宝)は
10月17日から22日、〈秋色半分図〉(重要文化財)は
10月17日から29日のみの展示となります。

お目当ての作品を見逃さないようご注意ください。

展示替えの詳しい内容は、
当館へお問い合わせください。

作品鑑賞の合間や後でちょっとひとやすみしたい、
そんな時は喫茶店「　　　　」をご利用ください。
薫り高いサイフォンコーヒーと焼きたてワッフルがおすすめです。

玉堂は自分で
琴をつくっていた
そうですね。

Q.

   ※千葉市立美術館では、7点が展示予定。

会期中、展示替えは
行われるのですか？

Q.

A. はい。

玉堂製〈七絃琴〉
㈶正宗文庫蔵

█ 10月 6日㈮
　 山路みほ(箏曲家)&ヴォーカル4(男性コーラスグループ)
　 ジョイントコンサート

█ 10月25日㈬
　 伊丹典子「マンドリンコンサート」

たそがれコンサート

社会人のための

・時　　間 午後5時半～午後6時半
・会　　場 美術館中庭
・入場無料

秋の日のたそがれ時のひととき、
風情ある中庭で、音楽をお楽しみください。



ども岡山県立美術館と、近世絵画の分野を活動の大
きな柱としている千葉市美術館との共同企画になる
もので、画業の精華としての代表作品はもちろんのこ
と、書や彼が愛した七絃琴など関連資料も含め、総
数約240点を揃えて玉堂の魅力を余すところなく紹介
いたします。
　これまで玉堂に関する展覧会としては1970年に東
京・岡山で「浦上玉堂名作展」、1995年に岡山・林原
美術館において「生誕250年記念 浦上玉堂」が開か
れています。どちらも70点余りの展示でしたが、この
度は近年の玉堂研究の成果を存分に反映させ、新出
作品などを大幅に加えた3倍強の数が展観に供され
ることになっており、まさに史上最大規模の展覧会と
いえます。と同時に国宝や重要文化財も網羅して、現
段階では質的にも最高の作品が集った展覧会に仕上
げることができたと思います。

✤

　玉堂の誕生地には現在、当館が建っています。今回
はまさに生地への里帰り展となりました。お出かけい
ただいて、1800平方メートルの広い展示室に広がる玉
堂独自の世界を満喫して下さればと願っています。

(学芸課長　守安收)

主な出品作品

 南山寿巻(個人)
国宝 東雲篩雪図(川端康成記念会)
重文 山中結廬図(東京国立博物館)
重文 一晴一雨図(個人)
 山高水長図(岡山県立美術館)
重文 煙霞帖(梅沢記念館)
重文 山雨染衣図(個人)
重文 籠煙惹滋図(出光美術館)
重文 鼓琴余事帖(個人)
重文 山紅於染図(愛知県美術館)
 七絃琴(布施美術館)

■会期
平成18年9月29日㈮～10月29日㈰
休館日 10月2日㈪、10日㈫、16日㈪、23日㈪
会期途中に展示替えがあります。
詳細は当館へお問い合わせ下さい。

　日本の美術に深い理解を示したドイツの建築家ブ
ルーノ・タウトは「この人こそ近代日本の生んだ最大の
天才である。彼は『自分のために』描いた、そうせざる
を得なかったからである。彼は日本美術の空に光芒を
曳く慧星のごとく、獨自の軌道を歩んだ。」と語りまし
た。このタウトによって天才と評せられ、ゴッホに比せ
られた人物こそ、江戸時代の文人画家浦上玉堂(延享
2/1745－文政3/1820)でした。彼は備中鴨方藩士浦上
兵右衛門宗純の子として岡山市石関町天神山の藩邸
内で生を享け、50歳で脱藩出奔するまで岡山で過ごし
ています。以後、東北から九州まで各地を遍歴し、60歳
代半ばからは京都を中心に詩書画琴に親しむ自娯自
適の生活を送り、76歳で生涯を閉じました。

✤

　今日、画家として高く評価されている玉堂ですが、
玉堂自身は「写画。而不識六法。漫筆而已。而耻為
画人。」(自分は絵の描き方を知らず、気ままに描くの
だから画人というのは恥ずかしい。)と記し、画家では
なく、七絃琴の奏者、琴士であることを誇りとしていま
した。そして『玉堂琴譜』に「余、また常に琴を戒める
は、一曲を弾いて止める。多曲を貪る勿れ。(中略)若し
高尚の志有らば、一曲にて足る。」という一文を書き遺
しています。彼は志をもって一曲を弾けば、それで十分
と考えたのです。
　こうした玉堂の姿勢は、琴に限らず画業においても
何ら変わることがありませんでした。彼がテーマとした
のは、自然です。花鳥画や人物画には関心を示さず、
山水画だけを生涯描き続けました。故郷岡山の風景、
あるいは会津地方の厳しい雪景色など、実景に基づ
いて描かれたような作品も遺されています。彼は空疎
な絵空事ではなく、自らの漂泊の旅中で見付け、体験
した自然を画布にとどめようとしていたのでしょう。し
かも、玉堂は詩人であり、琴士です。目にみえないもの
を歌い、目にみえないものを聴く才に恵まれていたの
です。木々のさざめき、鳥のさえずり、風の音、水の瀬
音、明るさ暗さ、暑さ寒さ、乾気湿気、あらゆるものに
敏感に反応します。視・聴・嗅・味・触、五感で感じた
自然の営み、その「気」を、その深遠を描こうとしたの
ではないでしょうか。季節感だけでなく、刻一刻と移り
変わる時間や天候、そうしたものの微妙な変化がしば
しば一図の中に盛り込まれたのも、実体験した自然を
そのまま再現しようとした結果だったと思います。
　玉堂は職業画家、専門画家であることを拒否し、
心の赴くまま筆を執り、筆を揮います。彼は自らの心
の動きをそのまま画布の上に表現することに大きな喜
びを感じていたのでしょう。そこには、玉堂の内面の
陰影やその微妙なうつろいが、実に繊細に描き出さ
れています。現代人のわれわれにとっても、最も文人
らしい文人である玉堂の心象風景の美しさは、必ず
や深い感動を伴い迫ってくるに相違ありません。

✤

　本展は日本の南画史上、独自の画境を築いた孤高の
存在である浦上玉堂の生涯をたどる大回顧展です。
玉堂の地元であり、その研究と紹介を続けてきた私

　山元春挙の画塾「早苗会(さなえかい)」に所属し、幹事
も務めた。春挙本人も以下のように述べていたと記録が
遺っている。
『高橋が竹内栖鳳の微妙なる筆意と僕の豪壮なる筆意の二つ

をよく研究調和完成させているから絵が僕よりも実際に甘い

のだ。三百人の多くの門下の中でも後世名を成す名画を描くも

のは高橋だよ』(『現画壇巨匠高橋秋華画伯傑作揮毫会』抜粋)

　文展をはじめ中央の展覧会で次 入々選・受賞、師春挙か
らも大いに期待を寄せられ、まさに画業のめざましい進歩
が見られる時期に、明治神宮聖徳記念絵画館の壁画第1図
「御降誕之図」の揮毫依頼があった。昭和2年のことであ
る。これは明治天皇の御降誕(嘉永5年・1852)から大喪(大
正元年・1912)までの事績80の画題の揮毫者を、当時高い
評価を受けていた画家達の中から選考、その結果秋華が
第1図に選ばれたのである。この高さ3m・幅2.7mもある大
壁画は、現在も同絵画館にて一般公開され、今なお美しい
色彩と荘厳な画風にて完成当時を偲ばせてくれる。秋華
は壁画制作を拝命したことを無上の光栄に感じ、約3年間
この作品に心血を注いで完成させ、昭和5年に奉納した
と述べている。

　続いて昭和7年(1932)、一等巡洋艦「摩耶」が建造され
るにあたって、秋華は、艦長室に安置される「摩耶夫人の
尊像」懸額揮毫を依頼された。「摩耶」の命名のもととな
った兵庫県神戸市の摩耶山は六甲山地の中央に位置し、
その名は、空海が摩耶山山頂にある天上寺に釈迦の生
母・摩耶夫人像を安置したことに由来する。艦長室の「摩
耶夫人の尊像」は、昭和19年(1944)にアメリカ潜水艦の
雷撃により沈没した「摩耶」と運命を共にした。関係者宅
に大切に所蔵されてきた掛幅「摩耶夫人図」は、この艦長
室の「摩耶夫人の尊像」を彷彿とさせ、それを制作した名
誉を後代まで伝えるために作られたものと想像できる。

　秋華は、賀陽宮家や久邇宮家をはじめ皇室や李王家
といった著名人や有力者らの御用画の揮毫依頼を受け
るなど、生前は中央で高い評価を受けたが、昭和22年
(1947)に岡山へ帰郷、昭和28年(1953)に没した。まさに
画業一筋に生きた彼の持ち味である清雅で格調高い画
風は、私淑した幕末の岡本秋暉の得意とする花鳥画の
世界と、師春挙のモダンで色彩豊かな画風とに強く影響
を受けたものであった。さらに自作の句や詩に画を添え
た風趣豊かな文人画風の書画も多く見つかっている。あ
わせて彼の数々の遺品群により、75顆の印章や硯など材
料・用具等へのこだわりは相当であったことが伺える。

　岡山の近代で代表的な日本画家、小野竹喬・池田遙邨
らに関しては調査研究が進んでいるが、在世当時の評価
の割には十分な理解を得ていないと考えられる画家につい
て、これまで東京派の林皓幹、地元派の波多野華涯らを取
りあげ常設展特別陳列で紹介してきた。このたび没後初め
て高橋秋華を特別陳列にて紹介するにあたり、遺族や関
係者、所蔵者らからのご協力を得て、新たな作品や資料を
実見し多くの情報を得た。彼の画業について振り返ること
で、岡山ゆかりの優れた画家たちの層の厚みを再確認する
ことができると思う。

(主任学芸員　中村麻里子)
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　常設展における展示替えは、古書画・日本画は毎月、
洋画は3ヶ月ごとに行われており、毎回担当学芸員が
テーマを決めて展示する作品を主に収蔵品から選ん
でいます。当館では、館蔵品や寄託品をあわせて、現
在約4,000点の作品を収蔵しています。時代も分野も
バラエティに富む収蔵品は、それぞれが実に様々な
いきさつを抱えています。
　中でも有名なエピソードを持つ玉

ぎょく

澗
か ん

筆〈廬
ろ

山
ざ ん

図〉
が、11月3日から12月3日まで展示されます。玉澗は、
宋末から元初にかけての画僧です。当時複数の画人
が「玉澗」の号を用いていましたが、本図の筆者は玉
澗若

じゃく

芬
ふ ん

と考えられています。〈廬山図〉は、溌
は つ

墨
ぼ く

で粗
放に描かれた作品です。溌墨とは、墨を画面にはねそ
そいで暈

ぼ

かし、できた墨の染みの形象や墨色にした
がって山水のイリュージョンをつくりだす技法のこと
をいいます。
　三畳の山が描かれている本図は、描かれたときはも
っと横幅がある画面でした。というのも、かつての所蔵
者であった佐

さ

久
く

間
ま

将
しょう

監
け ん

真
さ ね

勝
か つ

(1570‒1642)が、茶掛けに
常設展特別陳列 「高橋秋華」

古書画・日本画編

表紙の作品

展覧会後記 研究ノート

郷土ゆかりの日本画家・高橋秋華浦上玉堂展

常設展のここに注目！

浦上 玉堂
 URAKAMI Gyokudo

「山高水長図」

　7月21日㈮～8月20日㈰ 特別展mite!おかやまを開催した。
鑑賞教育の第一線で活躍するアメリア・アレナスが企画・構成
を行い、古今東西、時代や国を超えて集めた作品を、作品同士
の関係性や見え方に配慮しながら展示した。我々の祖先がた
き火の炎を取り囲んで、その日1日に起こった出来事や様々な
ことを語り合ったように「作品」を「見て」「語り合ってほしい」
ということがテーマである。また、オープニングとその翌日に
は、アメリア自身によるトークも開催し、多くの人を魅了した。
　ここでは、会期中毎日(7/23㈰～)開催した、ボランティア
スタッフによる鑑賞体験ツアーを紹介したい。実施にあたって

は、広くボランティアスタッフを公募し、当館ボランティア、小中学校の先生方等、様々な方にご参加いただいき、アレ
ナス自身のレクチャーも含め、研修を行った。対話型鑑賞は、簡単そうでいて、その考えを理解し、実践するのは結構
難しい。鑑賞ナビゲーターの経験は、この対話型鑑賞の持つ魅力や可能性を理解することにもつながる。展覧会が一
過性のものに終わることなく、研修を受けた方が各自の場所で、「炎を見つめながら話す」芽を育ててくださることを
願っている。
　鑑賞体験ツアーに参加された方々からは、「こんな体験初めて」「作品についてこんなに自分が語れるとは思って
いなかった」等々、好意的な感想が多く、こういった鑑賞が広がる期待も得た。あるトークでは、立体作品を取り囲
んで輪ができ、話が弾み、作品をいろんな方向から見るために、その輪がくるくる回り始めた。その光景は、キャンプ
ファイヤーのフォークダンスのようでもあり、昔懐かし盆踊りのようでもあった。美術館は、作品と対峙し自身を見つめ
る厳かな空間でありたい。しかし同時に、そこに集う人々が作品を中心に輪を作り、作品について、そして自身の生活
について語り合う場でもあってほしい。作品と語り、人と語らい、忘れかけていたことを思い出したり、日々の何気な
いことに気がついたり、新しい発見をしたり......... 美術は決して高尚なものではなく、我々の身近なところにあるもの
だとより多くの人々に感じてもらえるとうれしい。 （学芸課主幹　廣畑浩）

　高橋秋華(1877‒1953)は、明治10年(1877) 現在の岡
山市西大寺に生まれた。はじめ同郷で活躍していた石井
金陵(1842‒1928)に南画を学び、20歳頃には京都の都路
華香(1870‒1931)、ついで山元春挙(1871‒1933)に師事。
明治44年(1911)の第5回文展に「春日野」が初入選、以後
入選を重ねた。おもな公募展への入選・受賞歴は以下の
とおりである。

浦上玉堂〈秋江雨晴図〉本館蔵

重要文化財　玉澗『廬山図』
（11月3日～12月3日  常設展示室にて公開）

するために狩
か の う

野探
た ん

幽
ゆ う

(1602‒74)に相談し、画面を3つに
切断してしまったのです。原図のほぼ3分の2を占める
本図はその後、徳川家光(1604‒51)、そして酒

さ か

井
い

忠
た だ

勝
か つ

(1587‒1662)、さらに徳川将軍家へと伝来し、今は当館
の収蔵庫で次なる出番に備えているのです。
　今まさに切断されようとしている、今のわたしたち
にはショッキングに感じられるそんな光景を想像しな
がら、本作品を眺めてみるのはいかがでしょうか。 

(学芸員　山吹知子)

入選・受賞歴

第5回内国勧業博覧会の出品作
「韓信」が褒状を受ける。

日露戦捷記念展に「獲物」を
出品し 1等賞を得る。

第5回文展に「春日野」が
初入選。①

第6回文展に「芭蕉」入選。②

第9回文展に「繋纜」入選。③

第12回文展に「白馬の御花畑」
入選。④

日仏交換美術展(パリ開催)に
「牡丹図」を出品、フランス政府
買上げ。

和暦(西暦)

明治36年
(1903)

明治39年
(1906)

明治44年
(1911)

大正 1年
(1912)

大正 4年
(1915)

大正 7年
(1918)

大正11年
(1922)

年齢

27

30

35

35

39

42

46


